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　今年は梅雨明けが遅く、７月は子どもたちが大好きなプール遊びもあま

りできませんでした。でも、8月からはいよいよ“夏本番!!”…暑い日も続き、

たくさん水あそびを楽しんでいけそうです。

お休み中の計画を立てている方も多いと思います。でも、何もしなくても…

どこかに行かなくても…ほんのちょっとした少しの工夫で、素敵な夏になる

ものです。いつもより、子どもたちに多く目を向けてあげてください。きっと、い

つもと違った子どもの姿、そして自分の姿が発見できると思います。

また、夏の身体は、おとなも子どもも、かなりの体力を消耗します。だからこ

そ、いつも以上に「食事・睡眠・休養」が大切になります。健康に留意して、

楽しい夏にしてください。

２日(木)　避難訓練

８日(水)　幼児体育指導

20日(月)　身体測定の週

21日(火)　グリーン東京訪問

23日(木)　誕生会

28日(火)　０歳児健診

30日(木)　プール納め

31日(金)　避難引取り訓練

太陽の子保育園
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　子どもの体は、「皮下脂肪が少ない」「体重に

比べて体表面積が広い」などおとなに比べて

熱を失いやすくなっています。おとなの「気持

ちいい」は、子どもにとって「冷えすぎ」である

場合が多いものです。エアコンの温度設定は、

「ちょっと涼しい程度」の設定とし、風向きは

水平に、扇風機は壁や天井に向けて使いまし

ょう。また、1日中エアコンを使わず、朝や夕方

は窓を開け放して自然な風も通すようにしま

しょう。

ドライ設定の場合も換気を忘れずに

室内を冷やし過ぎずに快適さを保とうと、エ

アコンをドライ設定にしたり、除湿器を使う

ことも多いと思います。でも、空気が乾燥し過

ぎてしまうのもよくありません。必ず2～3時

間ごとに窓を開けて、空気の入れ替えをしま

しょう。 

エアコンの冷えすぎにも
注意しましょう

８月31日(金)　避難引取り訓練

急な地震・火災発生のため、園舎が危険

と判断した時は、第2避難場所である「こ

んぴら山児童公園」へ避難します。8月31

日に、こんぴら山児童公園まで避難し、

そこで保護者の方への引渡しを行う訓

練を実施いたします。引渡時間は午後

4:30の予定です。ご協力の程、よろしく

お願いします。(詳しくは後日お知らせ

いたします。)

　いよいよ夏真っ盛り、暑い夏の日が始

まります。子どもたちにとっても楽しい

毎日となり、気分が乗ってくると“限界”

を超えてもまだ頑張ってしまいますね。

　夢中で遊ぶ子どもは喉の渇きを訴えな

いことがありますから、ときどき涼しい

場所で休ませて水分を補給させてあげる

など、周りの大人が十分に注意をしてい

く必要があります。

　「熱中症」とは、高温な環境という直接

的な原因と、そこに長時間いることで脱

水症状を起こすなどの間接的な原因が絡

み合って、体温のコントロールに影響を

及ぼし、体調不良になることです。

　症状が軽い場合だと、「だるい」「ぐった

りする」ですが、症状が進むと高熱が出て

けいれんを起こしたり、多臓器不全を起

こすこともあります。決して軽く考えず、

命にかかわる場合があるという認識が必

要です。

　予防策としては、高温になり得る場所

に、親の目が届かない状態で子どもを放

置しないこと。特に小さな子どもの場合

は、外だけでなく室内も注意。エアコンへ

の過信も禁物です。また、外遊びでは適度

な休憩を取らせ、冷たいタオルなどで体

を冷やしたりしてあげましょう。

　そして基本的なことは、十分な水分補

給です。汗を大量にかくことによる脱水

症状が大きな影響を及ぼすので、特に赤

ちゃんには飲みたいだけ飲ませてくださ

い。直射日光を避けるための帽子も有効

です。これらの予防策は、子どもが自分で

判断できませんので、おとなが直接働き

かけましょう。

　もしだるさなどの症状が出た場合は、

まず体を冷やして水分補給してください。

その後また元気に遊ぶようなら、様子を

見てもいいでしょう。しかしそれでも元

気が回復しない、高熱などの症状が出た

時は、早急に医療機関へ連れて行ってく

ださい。

夏は温度調整が難しい季節!!

暑すぎず、冷やしすぎず、

適切な温度管理が必要です
熱中症にご用心!!

蚊対策

園では手作りの虫除けスプレー

を使用しています。

・精製水　・アルコール

・レモングラス（天然植物精油）

　⇒虫が嫌いな成分が入っています

　先日、とても悲しいニュースがありました。北九州にある無認可保育園の
車の中で、園児が熱中症で死亡するという事件です。遠足からの帰りにその
ままバスの中に取り残され、３時間半後に発見されましたが、救急隊が駆け
つけた時にはすでに心肺停止状態、病院に運ばれましたが、直後に死亡が確
認されたました。
　この事件では、(1)園児を車から降ろした段階で、きちんと子どもの人数を
数えていなかった点(2)子どもを探し始めてから発見するまでに時間がかか
っている点(3)救急車を呼ぶまでにかなりの時間がかかっている点など、多
くのミスが指摘されています。
　しかし、そもそも子どもが1人足りない時点でなぜすぐに気づけなかった
のか…いないと気づくまでの３時間の間、誰も児童のことを思い出しもしな
かったのか…、これらはミスという言葉で片付けられるものではありません。
保育への取り組み方・姿勢、安全確認に対する意識など、非常に多くの問題が
重なり合って起こってしまった事件であると思います。
　当園ではこの事件を、通常の保育園では起こりえない事件として片付けて
しまうのではなく、再度自己点検をする貴重な機会として、捉えていき、改善
すべきところは早急に改善していくつもりです。

　わずか２歳で命を失った児童が、笑顔を見せてくれることはもうありませ

車中は
10分程度で
危険状態

　JAF（日本自動車連盟）が実施した

テストによると、外気温23℃・雨も降

り比較的過ごしやすい天候の状態で、

自動車内のピーク温度は一部で70℃

を超えるという驚きの結果が測定さ

れました。もっとも高い温度となった

のはダッシュボード付近で70.8℃で、

もっとも低い車内温度でさえ48.7℃

を記録。一部缶入り炭酸飲料水は変形、

破裂をした。専門家によると50℃近

い気温は、赤ちゃんにとって非常に危

険で、たった10分程度の短時間で重

症疾患になる恐れもあるといいます。

　窓を開けたり、冷房をかけていても、

日光や照りかえしによって簡単に気

温が上がり、たやすく35℃以上にな

ります。あまり暑いと感じない日でも、

子どもを車の中に置いたままにする

のはたいへん危険ですので絶対にや

めましょう。

７ 月 14 日 S U N S U N ま つ り

雨の中にもかかわらず、多数の方が

ご参加いただき、本当にありがとうございました。

①SUNSUNまつりについて、お手紙やしおりなどの
　配布時期は適切でしたか?

②園舎内での実施はどうでしたか?

④雨天時の対応方法についてのお知らせは

　どうでしたか?

⑤当日の緊急連絡網は適切に回っていましたか?

⑥現在、連絡メールをメールでの一斉配信に切り

　替えていくことを検討していますがこれに

　ついてどう思いますか?
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アンケート
結果

アンケートへのご協力ありがとうございました。

アンケート結果は只今、分析・検討中です。アンケートの最終集計・報告が

できましたら、改めてご案内させていただきます。

運動会で着るＴシャツの

染物を実施します。

らいおん

ぐみ

らいおんぐみで、運動会で着る無地Ｔシャ

ツへの染物を実施します。今回はご希望の

保護者の方の分も合わせて子どもたちが

作成します。(詳細は後日ご案内致します)

※園児分のＴシャツは園負担で用意しま

すが、保護者分は各自ご負担頂きます。


